
イ 歌人「穂積忠」～郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ「下校途中で」～自主、自律、自由と責任 

○ねらいとする道徳的価値 

地域社会は都市化や過疎化によって愛着や郷

土意識が希薄になっている傾向がある。しか

し、地域社会のもつ教育力があらためて強調

されているように、地域社会の自然や文化

は、子どもたちの成長にとって大切な環境で

ある。その環境の中で、生徒は少なからず、

地域の人々との関わりから成長している。ま

た、教科指導においても、地域の身近な教材

を積極的に活用して理解を深めるだけでな

く、郷土の良さについて目を向けるようにし

ている。～中略～生徒が自分だけで存在して

いるのではなく、「家族」や「地域社会に尽

くした先達」によって支えられていることを

自覚して、その先人の努力によって築かれ守

られてきた郷土の自然や文化への尊敬や感謝

の気持ちを育むために、とても意義のあるも

のと考えこの主題を設定した。 
 

○教材について 

大仁の歌人穂積忠は北原白秋や折口信夫の一番弟子として有名だが、生涯伊豆地区の教

師として大仁を離れることがなかった。 

★実話ということから、力強く生き抜いた穂積氏の姿を感動的に受け止め郷土

を改めて考えねらいに迫ることができた。 

○ねらいとする道徳的価値について 

中学校の段階では、周囲を気にして他人の言動に

左右されてしまい、自分自身の行為が自分や他者

にどのような結果をもたらすかということを深

く考えないまま、無責任な言動をとってしまうこ

とが多い。そこで、本授業では深く考えずに多数

派に付和雷同するのではなく、自ら考え、判断す

ることの大切さを自覚させたい。日常生活の中で

子どもたちは様々な場面で多くの選択をしてい

るが、周囲の保護や干渉によって判断することが

多い。どんな小さな行為でも自分で考え自分の意

思で決定したものであるとの自覚に至れば、人間

はその行為に対して責任をもつようになるだろ

う。そこで、今回は近年多発する災害を、資料を

通して自分事として捉え、根拠を挙げて友人と

話し合う。そこで現実的な判断を下そうとする

ことにより、道徳的自覚に支えられた自立的な

生き方につながる一歩とさせたい。 

○教材について（指導案より抜粋） 

高齢の祖母が一人で家にいる状況の中、下校途中に避難勧告が出され、避難所である学

校に戻るか、家に戻って祖母の様子を確認するかという選択で葛藤する主人公を通して、

正しい判断をする難しさと大切さとに気付くであろう。 

★防災という現代的課題からの問題解決を自ら判断しどう行動するかを考え

る機会につながった。（地域の防災の歴史を静岡県の特色ととらえて自作し

た） 

 

 


